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表紙絵清原嘉彦 

 

「寮（メス）の近くにやや大きなモスクがあった。夜明け前から夕刻まで、例のアザーンのスピーカーの音で、

一種の迷惑、一種の異国情緒を毎日味わった。時々、休日に結婚式が行なわれており、集まって来る多くの

別嬪さん方と、「オメデトウ」と自分と何の関係も無いのに無駄話をする楽しみも、またあった。」 
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まえがき生活編 

 

私自身はインドネシアに居住したわけでなく、会社の十数回の出張で接したにすぎない。いわば旅行者に

すぎない者がインドネシアの生活模様をさも実際に居住したがごとく記述するとは僭越であることは承知して

いる。 

さらにここ数年のインドネシアの変貌は驚くばかりで、生活面での変化は如実に現れている。その変貌に

は 15-20年前のインドネシアは既に昔話であろう。 

この程度の体験に基づく「インドネシア専科」生活編がこれからジャカルタに駐在しようとする人に役立つと

は思えない。書いてあることを信用すればとんでもないこともありうる。 

しかるにあえて著者が「生活編」を刊行しようとする意図は日々の彼らの生活の観察を通してインドネシアと

いう異文化に接したという私自身の経験からである。 

インドネシアへ行けば誰でもが接する最も身近なインドネシアは日常生活の風景である。生活の観察を梃

として風土、社会、文化、歴史等へと拡大したのが「インドネシア専科」編纂の経緯である。このような意味で

著者にとって「生活編」はインドネシア専科の中の冒頭にくるべき入門編である。 

インドネシア専科の多くについては駐在員の皆さんの情報を基づくが、特に日常生活に関する話は興味

があった。本編「G-9 ジャカルタ駐在員」は駐在員としての感情移入をこめ、本「インドネシア専科」シリーズで

唯一切り口を変えた記述を意図的に試みたが、足が地についていない感はまぬがれえない。 

 

2008年 8月酷暑の夏 

 

著者しるす 

 

 

 

編者前書き 

2018 年に亡くなった大槻重之さんから、この「インドネシア専科」をもう一度インターネットに挙げてほしいと

生前依頼されたのでここに編集して掲載するものである。 

編集にあたって、巻末の注を脚注に異動し、必要に応じて「編者註」も追加したものである。 

図と写真は編者が作成・撮影して本文に追加したものである。 

 

2019年 6月 

 

編者 田口重久 <omdoyok@infoseek.jp> 
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